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新しいミサの式次第(会衆用) 第2回 

栄光の賛歌（グロリア）(*1) 

規定に従って、(*2) 一同は栄光の賛歌（グロリア）を歌うかまたは唱える。 

天には神に栄光、 地にはみ心にかなう人に平和。 

神なる主、天の王、全能の父なる神よ。 

わたしたちは主をほめ、主をたたえ、主を拝み、主をあがめ、 

主の大いなる栄光のゆえに感謝をささげます。 

主なる御ひとり子イエス・キリストよ、  神なる主、神の小羊、父のみ子よ､(*3) 

世の罪を取り除く主よ、いつくしみをわたしたちに。 

世の罪を取り除く主よ、わたしたちの願いを聞き入れてください。 

父の右に座しておられる主よ、いつくしみをわたしたちに。 

ただひとり聖なるかた、すべてを越える唯一の主、イエス・キリストよ、 

聖霊とともに父なる神の栄光のうちに。  アーメン。 

集会祈願 

司祭は手を合わせたまま言う。        祈りましょう。 

一同は司祭とともにしばらく沈黙のうちに祈る。 

続いて、司祭は手を広げて集会祈願を唱え、会衆は結びにはっきりと唱える。(*4) 会衆 アーメン。 

ことばの典礼 

第一朗読(*5)        座る 

朗読者は朗読台に行き(*6)、第一朗読を行う。 

朗読の終わりを示すため、朗読者は手を合わせてはっきりと唱える。(*7) 

朗読者  神のみことば。 

一 同  神に感謝。(*8) 

続いて、朗読者は聖書に一礼して席に戻る。一同は沈黙のうちに、神のことばを味わう。 

答唱詩編 

詩編唱者あるいは先唱者は詩編を歌うかまたは唱え、会衆は答唱する。

第二朗読が行われる場合、第一朗読と同じように行われる。 

連続寄稿 
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新しいミサの式次第解説(2)      北須磨教会典礼委員会 

左の式次第は今年の待降節第一主日(2022.11.27)から使用される新しい式文です。 

・司式者と会衆の応答以外は斜体にして分かりやすくしました。 

・今回の変更箇所と、注意すべき点所をゴシック体で示しています。 

・本文中の(*〇)と解説の(*〇)は対応するコメントを示します。 

 

*1; 栄光の賛歌（グロリア）も他の賛歌と同じく、文語体から口語体になっています。 

*2; 待降節と四旬節以外の主日、および祭日と祝日、特に盛大な祭儀の時に歌う(唱える)。 

  栄光の賛歌を歌わないときは、集会祈願に進む。 

 

*3; 聖書朗読等では御子を「おんこ」と読むよう統一されているが、ここでは「みこ」の

読みを残すこととし「み子」とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

*4; 集会祈願の結びの「アーメン」は会衆がはっきり唱える。 

 

 

 

*5; ことばの典礼における聖書朗読は、神の言葉を参加者に伝えるものです。朗読者は

事前によく読みこなし、まず自分のものとするよう努めましょう。そして大きな声では

っきりと、参加者に届くように読みましょう。 

*6; 朗読者は祭壇の前で一礼し、内側から朗読台に立ち、軽く一礼後、はっきりと読む。 

*7; 朗読後は手を合わせて「神のみことば」とはっきりとなえる。 

  (これまでは侍者が「神に感謝」と唱えたりしていたが、朗読者に統一された) 

*8; 一同は「神に感謝」と唱え、朗読者は聖書に一礼して外側から降り、祭壇の前で一

礼した後、自席に戻る。一同は沈黙のうちに神の言葉を味わう。 

 

 

第 2 回はここまでです。続きは次回に。 (文責 KH) 
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２０２２年２月１３日に北須磨教会において、酒井補佐司教様と髙橋神父様の司式

により、堅信式が行われました。コロナ禍以前は神戸西ブロック合同で行われていまし

たが、感染防止のため、この度は北須磨教会単独での開催でした。堅信式のために、２

名の受堅者が髙橋神父様とともに１０回ほどの勉強をしました。堅信式当日は、ミサへ

の参加を自由参加とし、終了後は皆で酒井司教様を囲んで写真を写すなど、久しぶりに

皆さんの和気あいあいとした雰囲気が感じられた日曜日となりました。 

 

 

堅信式 
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典礼委員会 

四旬節が始まります。 

・3月 2日 灰の水曜日 10:00～灰の式 

 どなたでもご希望の方は参加できます。 

・3月 4日から毎金曜日の 13:30～14：00 

 十字架の道行きを行います。どなたでも可 

・黙想会、共同回心式はありません。 

 ゆるしの秘跡ご希望の方は高橋・中川神

父様まで。 

・4月 15日聖金曜日(主の受難)の式は 

 15：00(午後 3：00)からになります。 

 聖木曜日(14日)、復活徹夜祭(16日)は 

これまで通り 18時半からです。 

 

評議会より 

① 復活祭のミサの参加については、アン

ケートにて 16日(18：30)と 17日(10

時)の希望をお伺いした上で割り振りま

す。決定次第、お知らせします。 

② シノドスのアンケートをレターケースに

入れています。2月から 3月にかけて

高橋神父さまより説明があります 4月

17日までに回収箱に提出して下さい。 

 

 
1 月 29 日 

  セシリア M K 様 (5 地区) 

2 月 13 日 

ヴィルギリウス U N 様(4 地区) 

永遠の安息と 

ご遺族の平安をお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

帰天されました 

お元気で 

ミサローテーション 

編 集 後 記 
ロシアのウクライナへの侵攻のニュースを聞きながら編集作業。テレビからの爆音に

思わず窓の外を見る。新型コロナウィルスの脅威、ウクライナでの戦争。ヨハネによ

る福音書(16:33)を読み返した。（KYT） 
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